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※
本
会
議
、
各
委
員
会
の
開

催
日
時
等
の
詳
細
は
、
電
話

等
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
 

　
去
る
11
月
23
日
、
中
国
政
府
は
、

「
東
シ
ナ
海
防
空
識
別
区
」
を

設
定
し
、
当
該
区
域
を
飛
行
す

る
航
空
機
に
対
し
て
中
国
国
防

部
の
定
め
る
規
則
を
適
用
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
に
従
わ
な
い

場
合
に
は
中
国
軍
に
よ
る
「
防

御
的
緊
急
措
置
」
を
と
る
旨
発

表
し
た
。
 

　
中
国
側
の
こ
う
し
た
措
置
は
、

東
シ
ナ
海
周
辺
に
お
け
る
現
状

を
一
方
的
に
変
更
し
、
事
態
を

エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
、
現
場
海

空
域
に
お
い
て
不
測
の
事
態
を

招
き
か
ね
な
い
極
め
て
危
険
な

も
の
で
あ
る
。
 

　
今
回
の
中
国
側
の
措
置
は
、

公
海
上
空
を
飛
行
す
る
民
間
航

空
機
を
含
む
全
て
の
航
空
機
に

対
し
て
、
一
方
的
に
軍
の
定
め

た
手
続
に
従
う
こ
と
を
強
制
的

に
義
務
付
け
た
。
こ
れ
に
従
わ

な
い
場
合
、
軍
に
よ
る
対
応
措

置
を
講
じ
る
と
し
た
こ
と
は
、

国
際
法
上
の
一
般
原
則
で
あ
る

公
海
上
空
に
お
け
る
飛
行
の
自

由
の
原
則
を
不
当
に
侵
害
す
る

も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
ひ
い
て
は
国
際

社
会
全
体
の
平
和
と
安
定
に
対

す
る
重
大
な
挑
戦
で
あ
る
。
 

　
東
シ
ナ
海
は
多
数
の
民
間
航

空
機
の
飛
行
経
路
で
あ
り
、
民

間
航
空
の
秩
序
及
び
安
全
へ
の

影
響
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
問

題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
国

側
の
措
置
は
、
我
が
国
に
対
し

て
何
ら
効
力
を
有
す
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
こ
こ
に
言
明
す
る
。
 

　
ま
た
、
中
国
側
が
設
定
し
た

空
域
は
、
我
が
国
固
有
の
領
土

で
あ
る
尖
閣
諸
島
の
領
空
が
あ

た
か
も
「
中
国
の
領
空
」
で
あ

る
か
の
ご
と
き
表
示
を
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
力
を
背
景
と
し
た

不
当
な
膨
張
主
義
を
民
主
主
義
・

平
和
主
義
国
家
と
し
て
我
が
国

は
断
じ
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
 

　
練
馬
区
議
会
は
、
公
海
上
空

に
お
け
る
飛
行
の
自
由
を
妨
げ

る
よ
う
な
今
回
の
一
切
の
措
置
を
、

中
国
側
が
即
時
撤
回
す
る
こ
と

を
強
く
要
求
す
る
。
 

　
ま
た
、
同
盟
国
で
あ
る
米
国

を
は
じ
め
、
自
由
・
民
主
主
義
、

基
本
的
人
権
、
法
の
支
配
と
い

っ
た
共
通
の
価
値
観
を
有
す
る

周
辺
諸
国
・
地
域
を
含
む
国
際

社
会
及
び
国
連
を
は
じ
め
と
す

る
国
際
機
関
と
緊
密
に
連
携
し

つ
つ
、
我
が
国
の
主
権
と
国
民

の
生
命
・
財
産
を
断
固
と
し
て

守
り
抜
く
た
め
、
毅
然
た
る
態

度
で
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
を
政
府
に
強
く
求
め
る
。
 

　
以
上
、
決
議
す
る
。
 

 　
平
成
25
年
12
月
13
日
 

練
馬
区
議
会
 

　
我
が
国
は
、
広
島
、
長
崎
へ

の
原
爆
投
下
に
よ
る
被
爆
を
経

験
し
た
唯
一
の
国
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
多
年
に
わ
た
り
、
全
世

界
に
核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
、

ま
た
国
際
社
会
も
核
軍
縮
や
核

実
験
全
面
禁
止
へ
の
努
力
を
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
 

　
練
馬
区
は
、
昭
和
58
年
（
1
 

9
8
3
年
）
10
月
3
日
に
、
す

べ
て
の
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界

の
恒
久
平
和
を
願
っ
て
、
「
非

核
都
市
練
馬
区
宣
言
」
を
決
議

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

貴
国
の
み
な
ら
ず
フ
ラ
ン
ス
や

中
国
、
更
に
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
が
行
っ
た
核

実
験
に
抗
議
し
、
即
時
中
止
を

求
め
る
要
請
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
北
朝
鮮
が
行
っ
た
核
実

験
に
つ
い
て
も
、
厳
重
に
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
核
実
験
を
今

後
行
わ
な
い
よ
う
強
く
求
め
る

決
議
を
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
抗
議
や

要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貴
国
は
、

今
年
7
月
か
ら
9
月
の
間
に
、

新
型
の
核
性
能
実
験
を
1
回
実

施
し
た
こ
と
を
公
表
し
ま
し
た
。

貴
国
が
、
平
成
9
年
（
1
9
9
7

年
）
7
月
以
降
、
「
未
臨
界
核

実
験
」
お
よ
び
「
新
型
の
核
性

能
実
験
」
を
繰
り
返
し
強
行
し

て
い
る
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
で

あ
り
ま
す
。
 

　
よ
っ
て
、
本
区
は
、
貴
国
が
「
未

臨
界
核
実
験
」
お
よ
び
「
新
型

の
核
性
能
実
験
」
を
即
時
中
止
し
、

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久

平
和
の
実
現
に
先
導
的
役
割
を

果
た
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
い

た
し
ま
す
。
 

 　
平
成
25
年
（
２
０
１
3
年
）

11
月
８
日
 

 ▽
あ
て
先
‥
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

　
大
統
領
 

　
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

　
傍
聴
受
付 

＊
本
会
議
 

　
西
庁
舎
９
階
の
傍
聴
席
入
口
 

＊
委
員
会
 

　
西
庁
舎
５
階
の
議
会
事
務
局
 

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
で
、
手

話
通
訳
を
ご
希
望
の
方
は
、
事

前
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

定
例
会

定
例
会
の
開
催
予
定

開
催
予
定 

定
例
会
の
開
催
予
定 

次
回
の
定
例
会
は
、 

２
月
７
日
（
金
）
か
ら

開
催
す
る
予
定
で
す
。 

　
平
成
25
年
10
月
31
日
、
千

代
田
区
の
日
比
谷
公
会
堂
に

お
い
て
、
東
京
都
区
市
町
村

が
主
催
す
る
第
24
回
東
京
都

道
路
整
備
事
業
推
進
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
東
京
の
広

域
化
す
る
交
通
混
雑
の
緩
和

や
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
に
資
す
る
た
め
、
道
路
、

橋
梁
、
鉄
道
連
続
立
体
交
差

等
の
整
備
お
よ
び
公
共
交
通

を
充
実
さ
せ
る
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
等
の
整
備
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
当
区
議
会
か
ら
は
、
議
長

と
議
員
15
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

道
路
整
備
事
業
推
進
大
会
に
参
加

道
路
整
備
事
業
推
進
大
会
に
参
加 

道
路
整
備
事
業
推
進
大
会
に
参
加 

　
わ
が
国
の
経
済
は
、
金
融
緩

和
や
経
済
対
策
な
ど
の
各
種
政

策
の
効
果
が
発
現
す
る
な
か
で
、

家
計
所
得
や
投
資
の
増
加
傾
向

が
続
き
、
緩
や
か
に
回
復
し
つ

つ
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
海
外
景
気
の
下
振

れ
が
景
気
を
下
押
し
す
る
リ
ス

ク
と
な
っ
て
お
り
、
区
民
や
小

規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。
 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
現
在
、
東

京
都
が
実
施
し
て
い
る
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措

置
等
は
、
区
民
生
活
の
安
定
と
、

中
小
事
業
者
に
と
っ
て
の
事
業

の
継
続
や
経
営
の
健
全
化
に
大

き
な
力
添
え
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
必
要
な
措
置
で
あ
る
と

考
え
る
。
 

　
23
区
の
固
定
資
産
税
は
、
都

区
共
通
の
財
源
で
あ
り
、
こ
う

し
た
減
免
措
置
等
の
継
続
は
当

区
の
財
政
運
営
に
も
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
が
、
東
京
都

が
減
免
措
置
等
を
廃
止
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
区
民
、
と
り
わ

け
中
小
事
業
者
に
与
え
る
影
響

は
極
め
て
大
き
く
、
地
域
社
会

の
活
性
化
、
ひ
い
て
は
日
本
経

済
の
回
復
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ

す
要
因
と
な
る
こ
と
が
強
く
危

惧
さ
れ
る
。
 

　
よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
東
京

都
に
対
し
、
現
在
の
景
気
状
況

に
お
け
る
区
民
の
税
負
担
感
に

配
慮
し
、
負
担
増
に
な
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
次
の
事
項
の
継

続
に
つ
い
て
強
く
求
め
る
も
の

で
あ
る
。
 

 １
　
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す

　
る
都
市
計
画
税
を
２
分
の
１

　
と
す
る
軽
減
措
置
 

２
　
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対

　
す
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計

　
画
税
を
２
割
減
額
す
る
減
免

　
措
置
 

３
　
商
業
地
等
に
お
け
る
固
定

　
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ

　
い
て
、
負
担
水
準
の
上
限
を

　
65
％
に
引
き
下
げ
る
減
額
措

　
置
 

 　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条

の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提

出
す
る
。
 

 　
平
成
25
年
12
月
13
日
 

 ▽
あ
て
先
・
・
東
京
都
知
事
 

　
　
内
田
　
ひ
ろ
の
り
　
議
員 

（
新
電
話
番
号
） 

　
　
０
３
‐
６
３
２
５-

２
４
２
７ 

短
　
　
信

短
　
　
信 

短
　
　
信 

　
●
電
話
番
号
の
変
更 

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

　
謹
ん
で
区
民
の
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 

　
区
議
会
だ
よ
り
第
191
号
は
、

平
成
25
年
第
四
回
定
例
会
を
中

心
に
編
集
し
ま
し
た
。 

　
今
年
も
皆
様
に
親
し
ま
れ
、

読
み
や
す
い
区
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
本
紙
に
つ
い
て
、
ご
意
見
・

ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
議

会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

◇
　
　
　
　
　
　
◇ 

広
報
・
図
書
委
員
会 

委
員
長
　
田
中
　
ひ
で
か
つ 

委
員
長
職
務
代
理 

　
　
　
　
う
す
い
　
民
男 

委
　
員
　
白
石
　
け
い
子 

委
　
員
　
き
み
が
き
　
圭
子 

決
　
　
　
議 

第
四
回
定
例
会
で
可
決
し
た
決
議
文
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

●
中
国
に
よ
る
防
空
識
別
圏

　
の
設
定
の
即
時
撤
回
を
求

　
め
る
決
議
 

要
　
請
　
書 

11
月
８
日
に
提
出
し
ま
し
た
。 

●
「
未
臨
界
核
実
験
」
お
よ

　
び
「
新
型
の
核
性
能
実
験
」

　
中
止
を
求
め
る
要
請
書
 

●
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市

　
計
画
税
の
軽
減
措
置
等
の

　
継
続
を
求
め
る
意
見
書
（
区

　
民
生
活
委
員
会
）
 意

　
見
　
書 

第
四
回
定
例
会
で
は
、
１
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。 


